





















































Observation Research on How Toddlers Use Playground Equipment
and Its Developmental Change
―Focusing on Pull-up Bar and Arched Monkey Bar―

































































保育所 1 か所に通園している 3 歳クラス（年少）児 120 名、
4 歳クラス（年中）児 147 名、5 歳クラス（年長）児 152
名を対象とした。観察の対象場面は、自由保育の時間に、
子どもが園庭の鉄棒や太鼓橋で遊んでいる場面とした。
な お、3 園 の 鉄 棒 の 高 さ の 組 み 合 わ せ は ＜ 78cm，
88cm，98cm ＞、＜ 80cm，93cm，131cm ＞、＜ 83.5cm，
98cm，113cm ＞であった。乳幼児身体発育調査（2010）
をもとに子どもの平均身長を算出すると、3 歳児は約
96.3cm、4 歳児は約 103.1cm、5 歳児は約 109.4cm である。
最も低い鉄棒の高さは各園とも 80cm 前後であったが、



















積雪期を除き、2017 年 11 月から 12 月までと 2018 年






























おりする系の技が 14 項目、ぶらさがる系の技が 30 項目、
太鼓橋に座る系の技が 6 項目、体を回転させる系の技が



























































鉄棒で遊んだ子どもの延べ人数は、3 歳クラスが 18 名、
4 歳クラスが 39 名、5 歳クラスが 117 名であり、年齢が
上がるごとに鉄棒で遊ぶ子どもは増えた。太鼓橋で遊ん
だ子どもの延べ人数については、3 歳クラスが 49 名、4
















3 × 2 のχ2 検定を行ったところ、体を回転させる系の技














前まわりおり（表 1 参照） 11％（2 名） 49％（19 名） 41％（48 名）
逆上がり（表 1 参照） 0 5％（ 2 名） 35％（41 名）
ぶたの丸焼き（表 1 参照） 28％（5 名） 18％（ 7 名） 16％（19 名）
脚ぬき前まわり（表 1 参照） 22％（4 名） 28％（11 名） 16％（19 名）
鉄棒の端に座る 0 0 15％（18 名）
ぶらさがり（表 1 参照） 33％（6 名） 10％（ 4 名） 15％（17 名）
体を二つ折りにしてぶらさがって振る 0 13％（ 5 名） 14％（16 名）
とびあがり 0 3％（ 1 名） 8％（ 9 名）
鉄棒をまたいで座る 0 0 8％（ 9 名）
鉄棒に座る 0 3％（ 1 名） 7％（ 8 名）
脚ぬき後ろまわり 0 0 7％（ 8 名）
コウモリ（表 1 参照） 11％（2 名） 0 7％（ 8 名）
片足をかけて振る 0 3％（ 1 名） 5％（ 6 名）
両足をかけて振る 0 0 4％（ 5 名）
ぶらさがって腰をひねる 0 0 3％（ 4 名）
前振り 0 0 3％（ 4 名）
肘をかけてぶらさがる 6％（1 名） 0 3％（ 4 名）
ひっつきコアラ（表 1 参照） 6％（1 名） 0 3％（ 4 名）
低い鉄棒から高い鉄棒に移る 0 0 3％（ 3 名）
脚振りあげ 0 0 3％（ 3 名）
鉄棒の端に座る
　→手遊び歌「アルプス 1 万尺」をする
0 0 3％（ 3 名）









体を回転させる系 33％（ 6 名） 82％（32 名） 99％（116 名） 68.48** ( ※ )
ぶらさがる系 78％（14 名） 46％（18 名） 81％（ 95 名） 18.45**
鉄棒に座る系 0　　　　 3％（ 1 名） 32％（ 38 名） 20.85** ( ※ )
その他  6％（ 1 名）  3％（ 1 名）  20％（ 23 名） ―
※ Fisher の正確確率検定を用いた。  **：p<0.01
－ 106 － － 107 －
幼児の固定遊具へのかかわり方とその発達的変化に関する観察研究
おいて有意に多かった。これらのことから、3 歳クラス






86％、4 歳クラスでは 87％、5 歳クラスでは 76％）。た
だし、逆上がりについては他の技と比べて成功率が低く、
逆上がりに挑戦した子どものうち、技が成立した割合は
37％（43 名中 16 名）であった。
（2）太鼓橋
太鼓橋での遊びにおいて見られた技の種類を表 5 に示
した。3 歳クラスでは 10 種類、4 歳クラスでは 20 種類、






























スウィング（前振り）（表 2 参照） 35％（17 名） 23％（11 名） 33％（21 名）
下面ののぼりおり（表 2 参照） 18％（ 9 名） 23％（11 名） 27％（17 名）
側面バーの上に座る（表 2 参照） 12％（ 6 名） 2％（ 1 名） 14％（ 9 名）
体をそらす（表 2 参照） 10％（ 5 名） 29％（14 名） 11％（ 7 名）
手わたり（表 2 参照） 6％（ 3 名） 10％（ 5 名） 11％（ 7 名）
下面のぼり→中央ぶらさがり→下面おり 0 0 10％（ 6 名）
上から通り抜けブリッジ（表 2 参照） 0 2％（ 1 名） 8％（ 5 名）
上面ののぼりおり（表 2 参照） 39％（19 名） 14％（ 7 名） 6％（ 4 名）
サイドの手わたり 0 0 5％（ 3 名）
上面のぼり→側面バー間通り抜けおり 12％（ 6 名） 4％（ 2 名） 5％（ 3 名）
側面のバー間通り抜けおり 0 2％（ 1 名） 5％（ 3 名）
ぶらさがりからあがる 0 0 3％（ 2 名）
上に座る 0 0 3％（ 2 名）
中央下面懸垂→バーに足をかける→中央上に上る 0 0 3％（ 2 名）
側面バーの上に立ち飛び降りる 2％（ 1 名） 0 3％（ 2 名）
下面ののぼり脚ぬき前まわり 0 2％（ 1 名） 3％（ 2 名）
2・3 人でぶら下がり足を相手の体に絡ませる 0 0 3％（ 2 名）
上面ののぼりおり（尻つきおり） 2％（ 1 名） 2％（ 1 名） 2％（ 1 名）
スウィング（横振り） 0 2％（ 1 名） 2％（ 1 名）
一人が懸垂をしてもう一人が足を持ってブラブラする 2％（ 1 名） 0 2％（ 1 名）









のぼりおりする系 71％（35 名） 46％（22 名） 56％（35 名） 6.66*  
ぶらさがる系 43％（21 名） 40％（19 名） 71％（45 名） 14.09** 
太鼓橋に座る系 12％（ 6 名） 4％（ 2 名） 17％（11 名） 4.61( ※ )
体を回転させる系 0 2％（ 1 名） 3％（ 2 名） 1.53( ※ )
その他 12％（ 6 名） 44％（21 名） 33％（21 名） ―
※ Fisher の正確確率検定を用いた。　  　　　　　　　　　　　　　　　　 **：p<0.01　*：p<0.05
－ 108 －


















































A. 鉄棒での遊びに関する発話 100％（11 名） 100％（25 名） 91％（71 名） 3.44
a) 自らの技の実践についての発話 100％（11 名） 44％（11 名） 64％（50 名） 10.39**
注目の要求「見て」 18％（ 2 名） 12％（ 3 名） 15％（12 名） ―
できるアピール 27％（ 3 名） 12％（ 3 名） 15％（12 名） ―
達成感の表現 0 12％（ 3 名） 17％（13 名） ―
達成具合の表現 18％（ 2 名） 0 14％（11 名） ―
感情の表現　※「こわい」「楽しい」 9％（ 1 名） 4％（ 1 名） 4％（ 3 名） ―
技を行っている際の掛け声や発声 27％（ 3 名） 16％（ 4 名） 18％（14 名）
b) 技について助言を求める発話 0 4％（ 1 名） 9％（ 7 名） 1.64
c) 一緒に技を行うことを誘う発話 0 8％（ 2 名） 6％（ 5 名） 0.88
d) 他児の遊びについての発話 0 16％（ 4 名） 23％（18 名） 3.52
技の実践を依頼する発話 0 4％（ 1 名） 12％（ 9 名） ―
他児の遊びへの助言 0 0 8％（ 6 名） ―
他児の遊びへの応援 0 0 4％（ 3 名） ―
他児の遊びへの賞賛 0 0 5％（ 4 名） ―
その他の他児へのかかわり 0 12％（ 3 名） 12％（ 9 名） ―
e) その他 0 32％（ 8 名） 24％（19 名） ―










保育者 73％（ 8 名） 14％（ 3 名） 15％（10 名） 19.65**
他児（同学年） 18％（ 2 名） 43％（ 9 名） 97％（65 名） 50.11**
他児（上級） 27％（ 3 名） 24％（ 5 名） ― 0.05  
他児（下級） ― 10％（ 2 名） 6％（ 4 名） 0.01  
その他 18％（ 2 名） 29％（ 6 名） 18％（12 名） ―
※％の母数は、保育者や他児等に向けて発話した子どもの人数 **：p<0.01
－ 108 － － 109 －
幼児の固定遊具へのかかわり方とその発達的変化に関する観察研究
15％であった。また、発話の相手が他児（同学年）であ
るケースは 5 歳クラスで 97％と有意に多かったのに対
して、3 歳クラスや 4 歳クラスで有意に少なかった（3






た技を模倣した子どもは 3 歳クラスにはおらず、4 歳ク
ラスで 5％（2 名）、5 歳クラスで 6％（4 名）であった。
また、発話はなかったが他者に目を向けた（注目した）
子どもは 4 歳クラスにはおらず、3 歳クラスで 17％（3






む）があった子どもは 3 歳クラスで 67％（49 名中 33
名）、4 歳クラスで 77％（48 名中 37 名）、5 歳クラスで

















































A. 太鼓橋遊びに関する発話 100％（33 名） 100％（37 名） 81％（30 名） 14.17**
a) 自らの技の実践についての発話 48％（16 名） 22％（ 9 名） 46％（17 名） 5.33† 
注目の要求「見て」 15％（ 5 名） 8％（ 3 名） 5％（ 2 名） ―
できるアピール 12％（ 4 名） 5％（ 2 名） 11％（ 4 名） ―
達成感の表現 3％（ 1 名） 0         3％（ 1 名） ―
達成具合の表現 6％（ 2 名） 3％（ 1 名） 5％（ 2 名） ―
感情の表現　※「こわい」「楽しい」 3％（ 1 名） 3％（ 1 名） 0         ―
技を行っている際の掛け声や発声 12％（ 4 名） 8％（ 3 名） 16％（ 6 名）
b) 技について助言を求める発話 0         0         0         ―
c) 一緒に技を行うことを誘う発話 3％（ 1 名） 3％（ 1 名） 5％（ 2 名） 0.44  
d) 他児の遊びについての発話 12％（ 4 名） 14％（ 5 名） 16％（ 6 名） 0.26  
技の実践を依頼する発話 0         3％（ 1 名） 0         ―
他児の遊びへの助言 3％（ 1 名） 8％（ 3 名） 5％（ 2 名） ―
その他の他児へのかかわり 9％（ 3 名） 5％（ 2 名） 11％（ 4 名）
e) その他 48％（16 名） 49％（18 名） 30％（11 名） ―




る姿が見られたケースは 3 歳クラスで 6％（3 名）、4 歳
クラスで 8％（4 名）、5 歳クラスで 8％（5 名）あった。
また、発話はなかったが相手に注意を向ける姿が見られ
たケースが 3 歳クラスで 4％（2 名）、4 歳クラスで 8％


















































































保育者 52％（16 名） 22％（ 6 名） 11％（ 3 名） 12.83**
他児（同学年） 42％（13 名） 59％（16 名） 75％（21 名） 6.63* 
他児（上級） 6％（ 2 名） 4％（ 1 名） ― 0.27  
他児（下級） ― 4％（ 1 名） 11％（ 3 名） 0.38  
その他 19％（ 6 名） 33％（ 9 名） 14％（ 4 名） ―
※％の母数は、保育者や他児等に向けて発話した子どもの人数 **：p<0.01
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